
初山
　6月 30 日 ( 日 )、7 月 1 日 ( 月 ) 浅間神社で、子どもの健やかな成長を願う伝統行事「初山」が行われました。富士

山の判を額に押してもらった後は家族そろって記念撮影。成長記録の 1コマが撮れました。

主な内容

・ごみの減量化・再資源化にご協力をお願いします

・防災行政無線のデジタル化について

・出前講座のご案内

・考えよう平和の大切さ

P2-P3

P4

P5

P6

こまめな水分補給や適切な室温管理で熱中症を予防しましょう！
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資源物の分別徹底を
　その他プラ、ペットボトル、かん、びん、紙、布

などの資源物は、それぞれの処理工程を経てリサイ

クルされています。限りある資源を有効に活用する

ためにも、資源物の分別徹底をお願いします。

燃やせるごみの減量を

▼資源ごみの分別徹底

　紙類やプラスチックの容器・包装など マークの

ものをそのまま燃やせるごみの袋へ入れていません

か？紙やプラスチックは再利用できる資源物です。

　この機会に、改めて健康・環境カレンダーを見て、

資源物と燃やせるごみの区分を再認識し、ごみを徹

底的に分別することで、燃やせるごみの減量につな

げていきましょう。

▼生ごみなどの水切りの徹底

　燃やせるごみの袋の底に水分などが溜まっていま

せんか？生ごみなどの水分を含んだものは、水切り

を行うだけでも減量することができます。

▼事業ごみも減量

　お店などでも、更なる分別の徹底で、燃やせるご

みの減量をしましょう。

　食品廃棄物については、リサイクルと水切りの徹

底をお願いします。

 ごみ出しのルールとマナー
　ごみを出すときは…

　①きちんと分別する。
　②収集日の確認をする。

　③当日の朝 8時 30 分までに、地域

　　の決められた集積所に出す。

▼いろいろなマークがあります

　みなさんが日常手にしている物には、リサイクル

の目印、手がかりとして役立つマークがいろいろ付

けられています。これらのマークを認識してみるこ

とも分別徹底のための第一歩です。

４Ｒ運動

ごみの減量化・再資源化に
　ご協力をお願いします

問合せ

　環境課☎（48）0331・ （48）2226

市ＨＰ（http://www.city.satte.lg.jp/）内、「分別」と「きれい」で もっとリサイクルコーナーにも詳しい情報を掲載しています。

－　Ｌｅｔ 's　リサイクル　－

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、

街
に
出
れ
ば
欲
し
い
も
の
が
い
つ

で
も
買
え
る
便
利
な
社
会
に
な
っ

た
一
方
で
、
買
い
物
や
食
事
を
し

た
後
に
は
、
必
ず
ご
み
が
出
て
い

ま
す
。

　

ご
み
が
多
く
な
り
、
処
理
に
使

用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
る
こ

と
で
、
二
酸
化
炭
素
発
生
量
も
増

加
し
、
温
暖
化
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
増
加
に
伴

う
不
法
投
棄
な
ど
も
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
物
を
作
り
、
た
く
さ

ん
使
い
、
た
く
さ
ん
捨
て
る「
使
い

捨
て
型
社
会
」か
ら
、
今
ま
で
ご

み
と
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
た

も
の
を「
資
源
」と
し
て
繰
り
返
し

使
っ
て
い
く「
循
環
型
社
会
」に
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
す

る
た
め
に
も
、
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

み
を
減
ら
す「
4
R
運
動
」の
実
践

で
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　みなさんのご家庭やお店などから排出される「燃

やせるごみ」の多くは、ごみの出し方やリサイクル

意識などにより減量することができます。

プラスチック製容器包装

アルミ缶 紙製容器包装

ペットボトル スチール缶



収集後、選別工程を経て、プ

ランターや繊維などのプラス

チック製品の原料としてリサ

イクルされています。

収集後、選別工程を経て処理

され、再び、かん、びんにリ

サイクルされています。

▼かんの出し方のポイント

■出せるもの

　食料・飲料用のかん（ジュース・ビール・お茶・菓子・

缶詰・食用油など）

① マークを確認する。

②異臭の発生や異物混入の防止のため、中を水洗

いする。

※金属製のふたは、燃やせないごみへ、プラスチッ

ク製のふたはその他プラへ。

③オレンジ色のコンテナにつぶさずに入れる。

かん・びん

収集後、選別工程を経て、紙

は再生紙として利用され、布

は中古衣料として輸出された

り、ウエスやクッション材料

などに利用されます。

紙・布

▼その他プラの出し方のポイント

① マークを確認する。

②水ですすいだり、布で拭き取るなど、きれいに

してから出す。

③小分け袋と出す袋で、二重にしない。

■よくある質問

Ｑ .汚れがとれない場合は？

Ａ . 汚れが取れない場合は、燃やせるごみで出し

てください。

Ｑ . 値札などの紙製のシールやラベルがうまく剥

がれない場合は？

Ａ .そのままで構いません。

▼ペットボトルの出し方のポイント

① マークを確認する。

②ふたとラベルを取り、

　中を水洗いする。

※ふたとラベルはその他プラへ。

③潰してから出す。

■よくある質問

Ｑ .汚れはどの程度きれいにすれば良いの？

Ａ .水で軽くすすぐ程度で構いません。

Ｑ.工作などで切り込みを入れたものや、色を塗っ

たりしたものは？

Ａ .燃やせるごみで出してください。

■よくある質問

Ｑ .つぶさずに出す理由は？

Ａ . 収集時、けがをしてしまうおそれや、資源化

処理の効率低下につながるためです。

Ｑ .工作などで加工済のものは？

Ａ .燃やせないごみで出してください。

▼びんの出し方ポイント

■出せるもの

　食料・飲料・化粧品用のびんなど

※ビールびんや一升びんは、できるだけ買ったお店

などへ返却してください。

①ふたを取り、中を水洗いする。

②水色のコンテナに横に寝かせて入れる。

■よくある質問

Ｑ .割れてしまったびんは？

Ａ .燃やせないごみで出してください。

▼紙類の出し方のポイント

■出せるもの

　新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・紙パック

◎小さな紙類は、束ねて封筒の中に入れるか、雑

誌に挟んで出すこともできます。

◎洗剤の箱や線香の箱など匂いが強い紙は、資源

にならないため、燃やせるごみで出してくだい。

◎紙以外の注ぎ口などは、切り取ってください。

■よくある質問

Ｑ .汚れた紙類は？

Ａ . ほかの資源も汚れてしまうため、燃やせるご

みで出してください。

▼布の出し方のポイント

■出せるもの

　衣類・毛布・タオル・シーツ・カーテンなどで汚

れたり、破れていないもの

◎雨や雪の日も収集業務は行っていますが、なる

べく次回の収集日に出すようお願いします。

◎ファスナー、ボタン類は、取り除く必要はあり

ません。

■よくある質問

Ｑ .雨が降っていても収集しますか？

Ａ . 収集しますが、カビなどの発生原因となるた

め、濡れないようにして出してください。

その他プラ・
ペットボトル

※分別方法などの詳細については、健康・環境カレンダーを参照するか、環境課までお問い合わせください。

「混ぜればごみ　分ければ資源」を合言葉に！
（3）
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県内一斉シェイクアウト訓練に参加を8月31日（土）
午前9時から

　

現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

方
式
の
防
災
行
政
無
線
は
、
設
置

か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
、
聞
き

取
り
に
く
い
場
所
が
発
生
す
る
な

ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

整
備
の
主
な
特
徴

▼
ク
リ
ア
な
音
質

　

デ
ジ
タ
ル
波
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
ア
ナ
ロ
グ
波
に
比
べ
ノ
イ
ズ

の
少
な
い
ク
リ
ア
な
放
送
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
聞
き
取
り
に
く
さ
の
解

消
の
た
め
、
防
災
行
政
無
線（
固
定

系
）子
局
の
新
設
や
ス
ピ
ー
カ
ー
の

向
き
の
調
整
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▼
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　（
J
‐
A
L
E
R
T
）と
の
連
携

　

国
が
重
大
な
緊
急
情
報
を
一
刻

も
早
く
国
民
に
瞬
時
に
伝
え
る

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
、
自
動
で
防
災
行
政
無
線
が
起

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
人
手
を

介
す
る
こ
と
に
よ
る
情
報
伝
達
時

間
の
ロ
ス
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
機
能

　

放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
た
場
合

な
ど
、
自
動
録
音
さ
れ
た
放
送
内

容
を
電
話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
利
用
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防

災

行

政

無

線
　
　
　

（
移
動
系
）の
更
新
が
完
了

　

移
動
系
の
防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
ア
ナ
ロ

グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
と

更
新
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
な
ど
の
主
要
施
設
に
、

市
役
所（
統
制
局
）と
の
相
互
通
信

が
で
き
る
携
帯
型
無
線
機
を
配
備

し
、
電
話
回
線
の
切
断
や
携
帯
電

話
の
通
信
障
害
な
ど
の
発
生
時
で

も
、
確
実
な
通
信
が
行
わ
れ
る
環

境
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　8 月 31 日（土）に白岡市で行われる埼玉県・白

岡市総合防災訓練では、白岡市直下を震源とする

M 6 . 9 の地震が発生、震度 6 強の揺れを観測し、

県中央部・東部を中心に甚大な被害が発生したこ

とを想定し、さまざまな訓練が行われる予定です。

　
近
年
多
発
す
る
大
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線（
固
定
系
）を
ア
ナ
ロ

グ
方
式
か
ら
高
機
能
で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
と
移
行
し
ま
す
。

問
合
せ
　
く
ら
し
安
全
課
☎（
43
）1
1
1
1
内
線
1
7
2
・

（
44
）0
2
5
7

問合せ　くらし安全課☎（43）1111 内線 173・ （44）0257

安全行動の１-２-３

　指定された時刻に一斉に身の安全を図る行動を取

ることで、日ごろの防災対策を再確認する訓練です。

それぞれの場所に応じた安全行動（姿勢を低くする、

頭を守る、揺れが収まるまでじっとする）を行い、地

域防災力を高めることを目的としています。

　シェイクアウト訓練とは…

　この訓練に合わせ、県下一斉でシェイクアウト

訓練が実施されます。

　地震による人的被害の多くは、揺れによる家具な

どの倒壊や落下物による負傷です。自分の身を守る

ためには、周囲を良く見る、落下物から離れる、身

を低くする、頭を守ることが重要です。

　8 月 31 日（土）午前 9 時から 1 分程度、みなさん

も右の『安全行動の 1 - 2 - 3』を実施し、日ごろの

防災対策について考えてみましょう。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ナ
ロ

グ
方
式
で
は
で
き
な
か
っ
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル

方
式
の
防
災
行
政
無
線（
固
定
系
）

へ
と
移
行
し
、
み
な
さ
ん
の
安
全

に
か
か
わ
る
大
切
な
情
報
を
、
よ

り
適
切
に
お
届
け
す
る
た
め
、
更

新
工
事
を
行
い
ま
す
。
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出前講座のご案内
　　市職員や地域包括支援センターの職員が

　　みなさんの活動場所までお伺いして、認知

　　症や介護予防などについて講座を行います。

　　ぜひ、ご活用ください。

問合せ　介護福祉課 (42)8438・ （43)5600

 認知症基礎知識講座

　市では、認知症の人やその家族が安心して暮らし

続けることができる地域づくりを目指して、認知症

基礎知識講座を行っています。この講座を受けた人

は、「認知症サポーター」になることができます。

内　容  認知症の基礎知識

　　　　～認知症とは何か、認知症の症状とは～

　　　　認知症の人への対応方法や家族の支援など　

　　　　に関する講話

対　象　市内在住・在勤・在学の 10 人以上の団体

ところ　地域の自治会館、集会所、公民館など

　　　　※会場予約と使用料は団体が負担

時　間　1時間 30分程度（アンケート記入時間含む）

申込み　1か月前までに電話で介護福祉課へ

※お申込み時に日程や講座内容の詳細について、打

ち合わせを行います。

※講座を修了した人には、サポーターの証であるオ

レンジリングとサポーター証をお渡ししています。

 お茶の間元気講座

　市職員や保健師などが、介護予防や高齢者福祉に

関する講座を行っています。

内　容　介護予防や高齢者福祉について

　　　　・お口の健康・栄養改善・体力測定・認知

　　　　　症予防・生活機能の低下予防

　　　　・介護保険制度・地域包括支援センター

　　　　・高齢者福祉サービス

対　象　市内在住の 65 歳以上の人で構成された 10

　　　　人以上の団体

ところ　地域の自治会館、集会所、公民館など

　　　　※会場予約と使用料は団体が負担

申込み　1か月前までに電話で介護福祉課へ

※お申込み時に日程や講座内容の詳細について、打

ち合わせを行います。

※内容、参加人数については相談に応じます。

認知症サポーターとは？
　「認知症サポーター」は、認知症について正し

く理解し、認知症の人とその家族を見守り、支

援する応援者です。

　認知症になっても安心して暮らせるまちにな

るよう、全国で平成 29 年度末までに 900 万人の

サポーターを養成することを目標に講座が各地

で行われています。

気象庁で 特別警報  の

　　　　　発表を開始します

　気象庁では、これまでの「注意報」・「警報」に

加えて、8 月末から、東日本大震災や伊勢湾台

風のような大規模災害が予想される場合に、特

別な警戒を呼びかけるため、行政機関やメディ

アなどを通して「特別警報」を発表します。

　「特別警報」が発表された場合、対象の地域は

数十年に 1 度しかないような非常に危険な状態

です。屋外の状況や、避難指示・勧告などに留

意し、ただちに命を守るための判断・行動をし

てください。

問合せ　熊谷地方気象台 048(521)5858

「特別警報」の詳細については、気象庁

ホームページ（http://www.jma.go.jp/

jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/

index.html）をご覧ください。
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考えよう
　　　平和の大切さ

　

次
世
代
を
担
う
青
少
年
に
、
平

和
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
、
中
学
校
3
年
生
を
対
象

に「
平
和
の
作
文
」を
募
集
し
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
1
人
・

特
選
3
人
・
入
選
9
人
の
計
13
人

の
み
な
さ
ん
を
選
出
し
、
7
月
9

日（
火
）に
市
役
所
で
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

入
賞
者
の
み
な
さ
ん

▼
最
優
秀（
敬
称
略
）

　

鈴
木　

美
里　
　

（
東
中
）

▼
特
選（
敬
称
略
）

　

河
野　

茉
柚
子　

（
幸
手
中
）

　

尾
方　

綾
花　
　

（
西
中
）

　

浜
田　

怜
威　
　

（
東
中
）

▼
入
選（
敬
称
略
）

　

倉
林　

優
実　
　

（
幸
手
中
）

　

大
畑　

琴
海　
　

（
幸
手
中
）

　

広
瀬　

恭
子　
　

（
幸
手
中
）

　

目
黒　

双
葉　
　

（
幸
手
中
）

　

大
塚　

裕
香
理　

（
西
中
）

　

新
島　

颯
太　
　

（
西
中
）

　

桑
原　

萌
香　
　

（
西
中
）

　

上
田　

大
倭　
　

（
西
中
）

　

杉
山　

遥
香　
　

（
東
中
）

　

作
品
を
ご
覧
に
な
り
た
い
人

は
、「
平
和
の
作
文
」文
集
を
人
権

推
進
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
人
権
推
進
課
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
保
存
さ
れ

て
い
た
戦
時
中
な
ど
の
貴
重
な
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

8
月
1
日（
木
）
～
16
日

（
金
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

※
土
曜
、
日
曜
日
は
除
く

※
8
月
16
日（
金
）は
午
後
3
時
ま
で　

と
こ
ろ　

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

　

原
爆
死
没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥

福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し

て
、
広
島
原
爆
の
日（
8
月
6
日

午
前
8
時
15
分
）、
長
崎
原
爆
の

日（
8
月
9
日
午
前
11
時
2
分
）、

終
戦
記
念
日（
8
月
15
日
正
午
）

に
、
家
庭
や
職
場
で
1
分
間
の
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

人
権
推
進
課

（
43
）

1
1
1
1
内
線
1
6
2
・

（
44
）0
2
5
7

平
和
の
作
文

平
和
の
た
め
の

写　

真　

展

平
和
祈
念
の
黙
と
う
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　市では、平成 2 年度の「幸手市平和都市宣言」以来、世界の恒久平
和を願い、さまざまな活動を行っています。
　毎年、広島市で行われる平和記念式典に、「平和の作文」入賞者の
代表のみなさんを派遣しています。また、市役所ロビーで、終戦記
念日に合わせて「平和のための写真展」も開催しています。
　この機会に、平和の大切さを改めて考えてみませんか？

▲最優秀を受賞した

　鈴木さんによる朗読

▲入賞者のみなさん
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～
人
権
そ
れ
は
愛
～

　
子
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

子
ど
も
の「
い
じ
め
」の
実
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
最
近
で

は
、
心
理
的
、
物
理
的
な
い
じ
め
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
す
る
な
ど
、
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

い
じ
め
は
、
そ
れ
が
原
因
で
不
登
校
や
傷
害
事
件
、
さ
ら

に
は
自
殺
に
ま
で
至
る
場
合
が
あ
り
、
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
す
。

　

い
じ
め
ら
れ
た
側
の
子
ど
も
は
、
自
分
に
非
が
あ
る
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
の
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
い
じ
め
た
側
の
子
ど
も
た
ち

や
、
い
じ
め
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、
そ

の
後
の
成
長
過
程
の
中
で
自
ら
が
行
っ
た
こ
と
を
振
り
返

り
、
苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
じ
め
は
、
被
害
者
は
も

ち
ろ
ん
加
害
者
も
傍
観
者
を
も
不
幸
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
は
、
当
人
同
士
で
の
解
決
が
困
難
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
は
周
囲
の
大
人
に
対
し
て
、
な

か
な
か
声
に
出
し
て
相
談
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
人
は
、
子
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
に
気
を
配
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

子どもを養育するひとり親家庭などへの
　　　　　　　　　　　　　給付制度のお知らせ

●　児童扶養手当制度　●

対象　つぎのいずれかに該当する子どもを養育している

父、母、または養育者

　①父母が婚姻を解消した子ども

　②父または母が死亡した子ども

　③父または母に一定の障がいがある子ども

　④父または母の生死が明らかでない子ども

　⑤父または母に 1年以上遺棄されている子ども

　⑥父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた子ども

　⑦父または母が 1年以上拘禁されている子ども

　⑧婚姻によらないで生まれた子ども

▼手当の額（月額）

※手当の支給は申請月の翌月から開始

※月額は、受給資格者・扶養義務者などの所得や扶養親族

数によって決定

● ひとり親家庭等医療費支給制度 ●

　医療機関などで支払った医療費（保険

診療分）相当額が支給されます。

対象　つぎのいずれかに該当する人

　①父子家庭の父とその子ども

　②母子家庭の母とその子ども

　③父母のいない子どもとその養育者

　④父または母に一定の障がいがある子

どもとそれを監護する父または母

●　特別児童扶養手当制度　●

対象　身体などに一定の障がいがある

20 歳未満の子どもを養育している人

▼手当の額（月額）

　1級　50,400 円

　2級　33,570 円

※施設に入所している場合や障害年金を

受給している場合を除く

現況届の提出をお忘れなく
　児童扶養手当または特別児童扶養手当を受給し

ている人は、毎年度、現況届の提出が必要です。

右記の期間内に提出してください。

※現況届を提出しないと、8 月分以降の手当が受

給できなくなりますのでご注意ください。

と　き　① 8月 14 日（水）～ 16 日（金）午前 9時～

　　　　　午後 4時（正午～午後 1時を除く）

　　　　② 8月 17 日（土）午前 9時～正午

ところ　①ウェルス幸手 2階第 1会議室　

　　　　②子育て支援課窓口

問合せ　子育て支援課 (42)8454・ (42)2130



　

野
菜
づ
く
り
の
名
人
に
お
話
を

伺
っ
た
り
、
文
化
財
の
歴
史
資
料

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が

ら
、
隊
員
の
目
線
で
見
て
、
そ
し

て
感
じ
取
っ
た
魅
力
や
面
白
さ
を

一
生
懸
命
メ
モ
に
取
り
、
同
年
代

平成25年3月
開通済

平成26年度
開通予定

平成26年度
開通予定

平成26年度
開通予定

　

小
学
校
4
年
生
～
中
学
校
1

年
生
12
人
の
子
ど
も
編
集
部
員

「
サ
ー
チ
隊
」が
、
毎
年
度
テ
ー
マ

を
決
め
、
各
地
を
訪
ね
て
取
材
や

体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
圏
央
道
の
埼
玉
県
内
2
区
間
の

開
通
見
通
し
に
つ
い
て
、
国
か
ら

平
成
26
年
度
開
通
予
定
と
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
通
予
定
区
間
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

○
圏
央
道（
仮
称
）幸
手
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
含
む
久
喜
白
岡

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
茨
城
県

の（
仮
称
）境
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ま
で
の
区
間

○
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
白
岡
菖
蒲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
の
区
間（
用
地
取
得
な

ど
の
速
や
か
な
完
了
が
条
件
）

　
市
内
で
も
、
開
通
に
向
け
て
高

架
橋
の
上
部
工
事
が
着
々
と
進
め

圏央道の開通見通しが

平成 26年度に

ら
れ
、
完
成
後
の
圏
央
道
の
全
景

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
圏
央
道
が
県
内
全
線
開
通

す
る
こ
と
で
、
幸
手
市
か
ら
県
西

部
へ
の
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
、
産
業
の
活
性
化
や
地
域
振

興
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　子どもたちは、青少年期にさまざまな

体験活動やボランティア活動をすること

で、人間性や社会性を育むことができま

す。さって子どもセンターでは、5 人の

コーディネーターと呼ばれるサポーター

のご協力により、

さまざまな体験活

動や情報紙の編集、

発行による情報提

供などを行ってい

ます。

問合せ

　さって子どもセンター事務局（社会教育

　課内）☎（43）1111 内線 643・ （42）5803

イメージキャラクター：サーチ

問合せ　都市計画課☎（43）1111

　　　　内線 563・ （43）7656

 さって
　子どもセンター

　　　　　 活動中

（8）

（仮称）幸手インターチェンジ付近

※未開通区間のＩＣ名は仮称
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▼
会
員
の
種
類
と
登
録
者
数

　

会
員
に
は
、
手
助
け
を
受
け
た

い
依
頼
会
員
、
手
助
け
を
し
た
い

協
力
会
員
、
依
頼
・
協
力
を
両
方

兼
ね
る
両
方
会
員
が
い
ま
す
。

▼
会
員
登
録（
会
費
無
料
）

　

随
時
、
申
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
報
酬（
利
用
料
金
）

※市ホームページ(http://www.city.satte.
　lg.jp/)にも掲載しています。

▼
サ
ポ
ー
ト
内
容

○
保
育
施
設
の
保
育
開
始
前
や
保

育
終
了
後
の
託
児

○
保
育
施
設
へ
の
子
ど
も
の
送
迎

○
学
校
の
放
課
後
ま
た
は
学
童
保

育
終
了
後
の
託
児

○
兄
弟
･
家
族
の
用
事
が
あ
る
と

き
の
援
助

○
保
護
者
の
外
出
時
の
援
助

○
保
護
者
の
求
職
活
動
時
の
援
助

○
そ
の
ほ
か
、
会
員
の
育
児
に
必

要
な
と
き
の
援
助

　

「
子
育
て
中
の
人
」と「
子
育
て
を
手
助
け
で
き

る
人
」が
会
員
と
な
り
、
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
子
ど
も
を
預
け
た
り
預
か
っ
た
り
す
る
、
地

域
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
、
そ
れ
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

5
年
前
に
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
内
に
設
置
さ
れ
、
今

で
は
会
員
数
も
3
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

5周年5周年

　

こ
の
5
年
間
で
依
頼
会
員
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け

と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
中
の
親
も

子
も
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
よ
り

多
く
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、会
員
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
内
）

☎
・

（
42
）8
4
6
1

7 月 1 日現在会員数

こんな声を

いただいています

サポートすることで癒しをもらって
います。昨年生まれた孫を預かって
も、ファミサポの経験が生かせて、
とても助かっています。　（協力会員）

保育所のお迎えと託児を引き受け
ています。家の子どもたちと一緒に
遊んだりお手伝いをしたりと、いつ
もの生活の中に自然に溶け込んでい
て、サポートをしているのを忘れて
しまいます。　　 　　　（両方会員）

定期的に朝の託児と保育所の送りを
お願いしています。本当の孫のよう
に可愛がっていただき、子どもも楽
しみにしています。ファミサポのお
かげで仕事が続けられたと感謝して
います。　　　　 　　　（依頼会員）

の
小
学
生
に
向
け
て
、情
報
紙「
わ

く
幸

２

手
っ
子
プ
チ
」
に
ま
と
め
、

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
や
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
イ

ラ
ス
ト
も
サ
ー
チ
隊
に
よ
る
も
の

で
、
手
作
り
な
ら
で
は
の
温
か
み

の
あ
る
紙
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
み

な
さ
ん
に
よ
り
、
壁
新
聞「
さ
て

ラ
イ
ト
新
聞
」も
発
行
し
て
お
り
、

サ
ー
チ
隊
の
取
材
の
様
子
や
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
毎
年
8
月

に
開
催
し
て
い
る
夏
休
み
バ
ス
ツ

ア
ー
で
は
、
県
内
外
の
博
物
館
な

ど
の
施
設
見
学
や
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
学
習
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
紙
・
壁
新
聞
は
、
各
公
民

館
、
図
書
館
、
社
会
教
育
課
窓
口

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
や
か

な
成
長
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。



若
草
俳
句
会

「
夏な

つ

め
く
・
心

と
こ
ろ
て
ん

太
・
蜘く

も蛛
」

ち
と
重
き

　

益
子
の
小
鉢
心
太

　
　
　
　
　

中
山
雅
友
・
東
四

悠
然
と

　

構
え
し
蜘
蛛
の
面
構
え

　
　
　
　

中
田
志
づ
・
権
現
堂

心
太

　

少
年
少
女
よ
く
笑
ふ

　
　
　
　

鴨
田
と
し
子
・
中
四

心
太

　

掬
う
五
指
を
お
よ
が
せ
て

　
　
　

吉
羽
安
子
・
外
国
府
間

心
太

　

内
緒
話
の
昼
下
が
り

　
　
　
　

中
澤
文
珠
・
杉
戸
町

待
ち
合
わ
す

　

ビ
ル
の
谷
間
夏
き
ざ
す

　
　
　
　
　

松
崎
恵
子
・
柏
市

玄
関
を

　

灯と
も

せ
ど
蜘
蛛
の
微
動
せ
ず

　
　
　
　
　

太
田
葱
青
・
南
三

ものづくり体験教室

　7 月 13 日（土）上高野小

学校で「ものづくり体験

教室」が開催されました。

　埼玉県技能士会連合会

八坂の夏祭り

　7 月 7 日（日）から 14 日（日）にかけて、

八坂の夏祭りが行われました。笛と太鼓

が響き渡るなか、各町の豪壮な山車が曳

き廻わされ、花山では熱気を帯びた山車

が駅前通りを一気に駆け上がり、会場は

大きな歓声に包まれました。

（10）

の職人のみなさんの協力により、工芸畳、だるまペイント、

クッキー・マジパン作りなど、全 12 教室の中から各自が選んだ「ものづくり」に汗を流しました。

夏
祭
り
を
終
え
て

荒
宿
睦
會
若
衆
頭

水
上
賢
司
氏

　
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
無
事

に
今
年
の
当
番
町
を

務
め
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
各
町

の
み
な
さ
ん
に
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
当
番
町
の

仲
町
の
み
な
さ
ん
、

来
年
も
八
坂
の
夏
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。



燎
原
短
歌
会

病
室
の

　

窓
に
飛
び
き
て
止
ま
る

力
こ
も
れ
る

　

肢
の
繊
毛

　
　
　
　
　

西
澤
政
江
・
中
四

駅
前
の

　

時
計
の
針
が
の
び
あ
が
り

六
時
を
指
し
ぬ

　

雨
の
夕
ぐ
れ

　
　
　
　
　

堀
山
徳
子
・
中
四

庭
先
に

　

オ
レ
ン
ジ
の
薔
薇
咲
き
さ
か
り

風
に
香
り
の

　

爽
や
か
に
過
ぐ

　
　
　
　
　

大
熊
昭
子
・
東
五

新
し
き

　

自
転
車
を
漕
ぐ
中
学
生

ま
だ
あ
ど
け
な
き

　

顔
の
幾い

く
た
り人

　
　
　

森
田
キ
ヨ
子
・
上
高
野

年
ご
と
に

　

花
の
種
類
の
か
ず
増
し
て

あ
じ
さ
い
祭
り
の

　

人
波
を
ゆ
く

　
　
　
　
　

桑
島
正
江
・
東
四

旅
先
の

　

妻
に
メ
ー
ル
す

「
探
し
物
す
べ
て
出
て
き
た
、

　

惚ぼ

け
て
い
な
い
ぞ
」

　
　
　
　

長
下
部
圭
作
・
東
五

学校教育課

　県内でも県外でも交通事故をはじめ、子ど

もにとって心配な事件が後を絶ちません。市

では、それぞれの学校が地域と連携を取りな

がら、子どもの安全を日々見守っています。

　市教育委員会では学校や警察署、地域のさま

ざまな人たちとの連携をさらに深め、これから

子どもの安心・安全の
確保のために

ナイスミドル生きがい講座

　7 月 11 日 ( 木 ) 中央公民館でナイスミドル生きがい講

座「タニタ食堂に学ぼう」を開催しました。受講した 34 人

のみなさんは、食生活の大切さについて学びました。

七夕のつどい

　7 月 5 日（金）第 3 保育所で七夕のつどいを行いました。

七夕飾りに込めた自分の願いごとを、みんなの前で上手

に発表したり、大きな声で「たなばたさま」を歌いました。

国際交流のつどい

　6 月 23 日（日）中央公民館で国際交流のつどいが行われ

ました。集まったみなさんは、そろって浴衣に着替え、和

太鼓や幸手音頭、阿波踊りなど日本の文化を楽しみました。

も安心・安全な

まちづくりを進

めていきますの

で、みなさんの

ご理解とご協力

をお願いします。
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乳

幼

児

健

康

診

査

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

受
付　

午
後
1
時
～
1
時
30
分

内
容　

内
科
診
察
、
歯
科
診
察（
1
歳

6
か
月
・
3
歳
5
か
月
児
健
診
の

み
）、
育
児
相
談
な
ど

※
対
象
児
に
は
個
別
通
知
を
し
て
い
ま

す
。
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2

　

1
・

（
42
）2
1
3
0

離

乳

食

講

習

会

と
き　

8
月
9
日（
金
）
午
前
9
時
30

分
～
11
時
30
分

受
付　

午
前
9
時
15
分
か
ら

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
2
階
調
理
実

定
員　

各
時
間
帯
15
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

母
子
手
帳
、歯
ブ
ラ
シ
、コ
ッ

プ
、
タ
オ
ル
、
お
知
ら
せ
の
通
知

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2
1
・

（
42
）2
1
3
0

健

康

相

談

〔
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル
〕

▼
母
子
健
康
相
談

と
き　

8
月
12
日（
月
）、
19
日（
月
）、

26
日（
月
）

受
付　

午
前
9
時
～
11
時

内
容　

乳
幼
児
の
身
体
計
測
、
育
児
に

関
す
る
相
談
な
ど

▼
成
人
健
康
相
談

と
き　

8
月
23
日（
金
）

受
付　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
尿
検
査
、
血
圧

測
定
、
健
診
結
果
説
明
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

10
人（
申
込
み
順
）

▼
食
生
活
相
談

と
き　

8
月
23
日（
金
）①
午
前
9
時
15

分
か
ら　

②
10
時
15
分
か
ら　

③
11

時
15
分
か
ら

内
容　

腎
臓
が
気
に
な
る
人
の
食
生
活

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

～
高
齢
者
の
家
庭
内
で
の
転
倒
～

　

家
の
中
に
い
れ
ば
安
全
だ
と
思
っ
て

は
い
ま
せ
ん
か
？

　

厚
生
労
働
省
の「
不
慮
の
事
故
死
亡

統
計
」
に
よ
る
と
、
家
庭
内
で
の
事
故

で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、
交
通
事
故
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
も
、
65

歳
以
上
の
事
故
発
生
場
所
の
過
半
数
を

家
庭
内
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

普
段
生
活
し
て
い
る
安
全
な
は
ず
の

家
庭
内
で
、
な
ぜ
転
倒
な
ど
の
事
故
が

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

▼
意
外
と
多
い
居
間
で
の
転
倒

　

高
齢
者
の
場
合
、
家
財
が
多
い
だ
け

で
も
歩
行
の
妨
げ
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
も
の
に
つ
ま
ず
い
た
り
、
滑
っ
た

り
し
て
打
撲
や
転
倒
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
骨
折
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
浴
室
で
は
特
に
注
意
を
！

　

通
常
の
状
態
で
も
滑
り
や
す
く
、
高

齢
者
で
な
く
て
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や

す
い
浴
室
は
、
転
倒
の
危
険
性
が
非
常

に
高
く
、
特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
身

習
室

内
容　

離
乳
食
の
す
す
め
方
、
調
理
実

習
、
試
食（
保
護
者
の
み
）

対
象　

5
か
月
～
8
か
月
児
の
保
護
者

定
員　

15
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
三
角
き
ん
、
エ

プ
ロ
ン
、
布
き
ん
、
筆
記
用
具

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2
1
・

（
42
）2
1
3
0

乳

幼

児

発

達

相

談

　

毎
月
実
施
し
て
い
る「
乳
幼
児
発
達

相
談
」は
8
月
は
お
休
み
で
す
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課

（
42
）8
4

　

5
4
・

（
42
）2
1
3
0

2
歳
児
健
康
相
談
と

歯

み

が

き

指

導

と
き　

8
月
29
日（
木
）

受
付　

①
午
前
9
時
30
分　

②
10
時

　

③
10
時
30
分　

④
11
時

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

内
容　

身
体
計
測
、
育
児
相
談
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導

対
象　

平
成
23
年
6
月
～
7
月
生
ま
れ

の
児

相
談
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

各
時
間
帯
1
人（
申
込
み
順
）

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2
1
・

（
42
）2
1
3
0

2
歳
半
か
ら
の
歯
科

健
診
と
フ
ッ
素
塗
布

と
き　

9
月
12
日（
木
）

受
付　

①
午
後
1
時
30
分　

②
2
時　

③
2
時
30
分　

④
3
時

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
19
年
4
月
2
日
～
平
成
23

年
3
月
生
ま
れ
の
児

定
員　

各
時
間
帯
12
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

母
子
手
帳

費
用　

5
0
0
円

※
歯
み
が
き
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
人
に
は
、
身
体
計
測
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

※
半
年
に
1
回
受
診
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2
1
・

（
42
）2
1
3
0

愛

の

献

血

と
き　

8
月
27
日（
火
）
午
前
9
時
30

分
～
11
時
45
分
、
午
後
1
時
～
4
時

と
こ
ろ　

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
幸
手
店

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
日
時
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2

　

1
・

（
42
）2
1
3
0
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幸
せ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
歩
こ
う

と
き　

10
月
4
日（
金
）
午
前
9
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　

南
公
民
館
児
童
室
集
合

内
容　

御
成
街
道
コ
ー
ス（
約
4
km
）を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
、「
健
康
長

寿
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ミ
ニ
講
話
を
南

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

定
員　

15
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
の

で
き
る
服
装
、
運
動
靴（
屋
外
用
）

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2
1
・

（
42
）2
1
3
0

弁
当
箱
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

　

弁
当
箱
を
活
用
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
や
適
量
に
つ
い
て
な
ど
、
食
生
活
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。

と
き　

10
月
11
日（
金
）、
25
日（
金
）午

今
月
はお

稲
荷
チ
ー
ズ
焼
き

　今月は、忙しい朝に便利な簡単朝食メ

ニューを紹介します。

　油揚げとミックスベジタブルで、彩り

良く簡単なおかずができあがります。子

どもも大好きなメニューです。

　玉ねぎやブロッコリーをのせてもおい

しくできます。

【材料】2人分

　　トマト　　　　30 ｇ（中 1/4 個）

　　ウィンナー　　　　　　　2本

　　油揚げ　　　　　　　　　2枚

　　ミックスベジタブル　　 30 ｇ

　　とろけるスライスチーズ　2枚

　（調味料）

　　ケチャップ　　 　大さじ 1強

　　粒マスタード　 　　小さじ 1

【作り方】

①トマトは 1cm 角に切る。ウィンナー

は 2mm 幅に輪切りにする。

②油揚げ（油抜きはしない）をアルミホ

イルの上に並べる。

③ケチャップとマスタードを混ぜ、油

揚げの表面に塗る。

④解凍したミックスベジタブル・トマ

ト・ウィンナー・とろけるスライス

チーズをのせてオーブントースター

で 5分程度焼く。 （一人前 254kcal）

体
機
能
の
低
下
な
ど
か
ら
、
何
ら
か
の

事
故
が
き
っ
か
け
と
な
り
浴
槽
で
の
溺

死
に
ま
で
至
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
居
間
に
物
が
多
く
歩
き
づ
ら
い

・
電
気
コ
ー
ド
が
床
に
剥
き
出
し
に

な
っ
て
い
る

・
布
団
を
敷
い
て
寝
て
い
る

・
部
屋
の
一
部
に
じ
ゅ
う
た
ん
や
マ
ッ

ト
を
敷
い
て
い
る

・
浴
室
や
浴
槽
の
床
が
す
べ
り
や
す
い

・
浴
槽
が
高
く
、
入
る
と
き
に
ま
た
ぎ

に
く
い

・
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と
き
、
つ
か
ま

る
も
の
が
な
い

・
浴
室
の
ド
ア
が
内
開
き
で
出
入
り
し

に
く
い

　

こ
れ
ら
の
項
目
に
該
当
す
る
数
が
多

い
ほ
ど
、
家
庭
内
で
の
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
性
が
高
く
、注
意
が
必
要
で
す
。

▼
普
段
の
生
活
環
境
の
見
直
し
を
！

　

75
歳
以
上
で
は
、
男
女
と
も
に
骨
の

構
造
が
弱
く
な
り
、
骨
量
が
減
少
し
て

き
て
い
る
た
め
、
転
倒
に
よ
り
骨
折
を

起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
度

骨
折
を
経
験
す
る
と
、
外
出
時
の
不
安

が
強
く
な
り
、
活
動
性
が
落
ち
て
き
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
転
倒

の
予
防
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

普
段
、
何
気
な
く
生
活
し
て
い
る
家

庭
内
の
状
況
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
直

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

前
9
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
調
理
実
習
室

内
容　

栄
養
講
話
、
調
理
実
習

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

※
原
則
2
日
と
も
参
加
で
き
る
人

定
員　

20
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
布

き
ん
2
枚
、
米
0
・
5
合
、
弁
当

箱（
容
量
5
0
0
～
7
0
0
mℓ
位
の

も
の
）、
筆
記
用
具

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2
1
・

（
42
）2
1
3
0

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
集
団
検
診

と
き　

9
月
6
日（
金
）、10
月
15
日（
火
）

受
付　

午
後
0
時
30
分
～
1
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

対
象　

子
宮
頸
が
ん
／
20
歳
～
39
歳
お

よ
び
40
歳
以
上
偶
数
年
齢
の
人

　

乳
が
ん
／
40
歳
以
上
偶
数
年
齢
の
人

費
用　

子
宮
頸
が
ん
／
9
0
0
円

　

乳
が
ん（
40
歳
代
）
／
1
5
0
0
円

　
　
　

（
50
歳
以
上
）
／
1
3
0
0
円

※
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
、
20
・

25
・
30
・
35
・
40
歳
の
人
は
子
宮

頸
が
ん
検
診
が
無
料
に
、
40
・
45
・

50
・
55
・
60
歳
の
人
は
乳
が
ん
検

診
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2
1
・

（
42
）2
1
3
0

日
本
脳
炎
定
期
接
種

　

平
成
21
年
度
に
か
け
て
積
極
的
勧
奨

が
差
し
控
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
接

種
機
会
を
逃
し
た
人
の
定
期
接
種
年
齢

が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象　

平
成
7
年
4
月
2
日
～
平
成
19

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

接
種
回
数　

1
期（
計
3
回
）・
2
期

（
1
回
）

※
接
種
状
況
を
母
子
手
帳
で
確
認
し
、

予
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2

　

1
・

（
42
）2
1
3
0

子

宮

頸

が

ん

予

防

ワ

ク

チ

ン

接

種

　

厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
副
反
応
に
つ
い
て
の
適
切
な
情
報
提

供
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
積
極
的
な
接

種
勧
奨
を
差
し
控
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

定
期
予
防
接
種
自
体
を
中
止
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る

人
は
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
や
副
反
応
の
リ
ス
ク
を

ご
理
解
の
上
、
予
防
接
種
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
増
進
課

（
42
）8
4
2

　

1
・

（
42
）2
1
3
0
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今

月

の

納

税

な

ど

市
・
県
民
税　
　
　
　
　
　
　

第
2
期

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
2
期

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
2
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

第
2
期

※
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

は
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
休
日
納
税
相
談

と
き　

8
月
25
日（
日
）
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時

と
こ
ろ　

納
税
課

▼
夜
間
納
税
相
談

と
き　

8
月
12
日（
月
）
午
後
5
時
15

分
～
9
時

と
こ
ろ　

納
税
課

最

終

日

曜

日

市

役

所

開

庁

　

各
種
証
明
書
の
交
付
や
納
税
相
談
な

ど
を
行
う
た
め
、
毎
月
最
終
日
曜
日
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
、
市
役
所
の

一
部
を
開
庁
し
ま
す
。
8
月
は
25
日

（
日
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
庁
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、

税
務
課
、
納
税
課

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課
へ

上
下
水
道
料
金
納
入
に

夜

間

窓

口

開

庁

　

毎
月
、
夜
間（
午
後
8
時
ま
で
）に
上

下
水
道
料
金
を
納
入
で
き
る
よ
う
第
2

浄
水
場
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。
8
月
は

27
日（
火
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課

（
48
）0
0
5   

　

0
・

（
48
）0
1
2
0

で
、
こ
れ
を
任
期
中
継
続
し
ま
す
。

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
2
3
2
・

（
43
）3
7
8
3

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
浴
施
設

（
お
風
呂
）
休
止
の
お
知
ら
せ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
は
、

設
備
故
障
の
た
め
、
当
分
の
間
休
止
し

ま
す
。
ご
利
用
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

（
47
）1
1
2
6

新
し
い
民
生
委
員
の
紹
介

　

7
月
1
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
人
が
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

鳥
海　

弘
氏

（
43
）1
9
8
1

担
当
地
区　

下
川
崎
・
中
5
丁
目
22
～

27
番

問
合
せ　

社
会
福
祉
課

（
42
）8
4
3

　

5
・

（
43
）5
6
0
0

新

し

い

人

権

擁

護

委

員

の

紹

介

　

7
月
1
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
人
が
人

権
擁
護
委
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

石
井　

和
子
氏（
新
任
）

　

岡　
　

悦
子
氏（
再
任
）

問
合
せ　

人
権
推
進
課　

内
線
1
6
2
・

　

（
44
）0
2
5
7

住

宅

・

土

地

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
1
日

に
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー

タ
は
、
暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る

計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

 

調
査
地
区
に
は
8
月
下
旬
か
ら
、
ま

た
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

　

今
月
は
、
約
40
年
ぶ
り
に
県
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
幸
手
中
学

校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
み
な
さ
ん

に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
顧
問
白
田
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　

初
心
者
も
経
験
者
も
学
年
も
分
け
隔

て
な
く
一
緒
に
声
を
出
し
、汗
を
か
き
、

ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
で「
全
体
が
伸
び

て
い
く
」
こ
と
が
で
き
る
部
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

部
員
同
士
は
お
互
い
に
感
化
し
合
い

な
が
ら
成
長
し
て
お
り
、
4
月
か
ら
始

め
た
ば
か
り
の
生
徒
も
、
こ
の
わ
ず
か

数
か
月
で
随
分
と
上
達
し
て
い
ま
す
。

【
大
島
若
菜
部
長
の
コ
メ
ン
ト
】

▼
県
大
会
に
向
け
て

　

み
ん
な
が
元
気
で
、
や
る
気
の
あ
る

部
で
す
。
先
生
と
一
緒
に
練
習
を
し
て

は
9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
調
整
課　

内
線
6
8
3
・

　

（
43
）1
1
2
2

職
員
給
与
の
特
例
減
額

　

国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、市
で
は
、

「
幸
手
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
市
職
員
の

給
与
を
つ
ぎ
の
と
お
り
減
額
し
ま
す
。

対
象　

一
般
職
の
全
職
員（
技
能
労
務

職
・
再
任
用
職
員
を
含
む
）・
副
市
長

期
間　

7
月
1
日
～
平
成
26
年
3
月
31

日（
9
か
月
間
）

▼
一
般
職
の
職
員
の
減
額
内
容

①
給
料
月
額

　

主
事
・
主
任
級
／　
　
　

4
・
77
％

　

主
査
・
主
幹
・

　
　

主
席
主
幹
級
／　
　
　

7
・
77
％

　

課
長
・
部
長
級
／　
　
　

9
・
77
％

②
地
域
手
当　

　

減
額
後
の
給
料
月
額
な
ど
で
算
出

▼
副
市
長
・
教
育
長
の
減
額
内
容

①
給
料
月
額　
　
　
　
　
　

10
・
0
％

※
市
長
は
独
自
に
19
・
5
％
の
給
与
減

額
を
す
で
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

平成 24 年 4 月に白田先生を顧問に迎え、新たに
スタートした女子 26 人の元気な部活です
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■
6
月
の
幸
手
消
防
署
出
動
件
数
／
救
急
車
出
動
件
数
1
8
3
件（
急
病
1
0
4
件
、
交
通
事
故
26
件
、
そ
の
他
53
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
発
生
件
数
0
件

　
火
災
と
救
急
は
1
1
9
番〔
火
災
発
生
時
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎（
42
）9
1
1
9（
幸
手
消
防
署
）〕

4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
1

会
議
室
A

内
容　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
5
7
2
）で
も
問

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
埼
玉
埼
葛
幸
手
支
部

（
48
）0
2
7
5

　

埼
玉
土
建
久
喜
幸
手
支
部

（
59
）

3
8
1
2

　

（
社
）埼
玉
建
築
士
会
杉
戸
支
部
・
幸

手
部
会

（
48
）0
8
7
5

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

と
き　

9
月
18
日（
水
）午
後
2
時
～
4

時（
開
場
1
時
30
分
）

と
こ
ろ　

久
喜
総
合
文
化
会
館
広

域
文
化
展
示
室（
久
喜
市
下
早
見

1
4
0
）

内
容　

ひ
き
こ
も
り
か
ら
抜
け
出
す
初

め
の
一
歩
～
ひ
き
こ
も
り
の
理
解

と
対
応
～

講
師　

斎
藤　

環
氏（
筑
波
大
学
教
授
）

対
象　

幸
手
保
健
所
管
轄
内
の
ひ
き
こ

も
り
の
当
事
者
を
抱
え
る
家
族
お

よ
び
そ
の
関
係
者

定
員　

1
0
0
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

電
話
で
幸
手
保
健
所
へ

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
保
健
所

（
42
）1
1
0
1

※
工
事
・
設
計
が
す
で
に
完
了
し
て
い

る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　

工
事
・
設
計
費
の
5
％
に
相

当
す
る
額（
1
0
0
0
円
未
満
切
捨
て
）

※
上
限
10
万
円
。
予
算
の
範
囲
内
で
先

着
順
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
リ
フ
ォ
ー
ム

　

改
築
工
事
、
増
築
工
事
、
修
繕
・
模

様
替
え
、
設
備
工
事
、
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
工
事

申
込
み　

9
月
3
日（
火
）か
ら
見
積
書

と
市
税
の
完
納
証
明
書（
税
務
課
で

発
行
）を
持
参
の
上
、
建
築
指
導
課
へ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
築
指
導
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

建
築
指
導
課　

内
線
5
7
2
・

　

（
43
）7
6
5
6

不
動
産
無
料
相
談
室

と
き　

9
月
3
日（
火
）
午
後
1
時
～

4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
1

会
議
室
A

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の
困
り

ご
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
5
7
2
）で
も
問

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

（
社
）
埼
玉
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
埼
葛
支
部

（
31
）

1
1
5
7

建

築

無

料

相

談

室

と
き　

9
月
3
日（
火
）
午
後
1
時
～

　

赤
松　

健
介
様　

内
野　

庸
昭
様

　

小
川　
　

剛
様　

金
子　

忠
雄
様

　

川
下　

明
彦
様　

久
野　

光
司
様

　

深
尾　

惠
一
様

◎
公
表
を
希
望
さ
れ
な
い
人　

64
人

※
6
月
30
日
時
点
で
入
金
の
確
認
が
で

き
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
50
音
順

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。	

▼
寄
附
者
数　

3
4
1
人	

▼
寄
附
金
額　

3
6
6
万
円	

問
合
せ　

税
額
控
除
以
外
全
般
は
財
政

課　

内
線
2
5
2
・
（
43
）3
7
8
3	

寄
附
金
に
対
す
る
税
額
控
除
関
係

は
税
務
課　

内
線
1
3
2
・
（
43
）1

　

1
2
5	

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

費
用
の
一
部
を
補
助

対
象　

市
内
の
施
工
業
者
・
設
計
業

者
に
よ
る
工
事
・
設
計
費
が
20
万

円
以
上（
消
費
税
別
）
で
、
平
成
26

年
2
月
28
日
ま
で
に
完
了
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
の
う
ち
、
つ
ぎ
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合

①
市
内
に
あ
る
住
宅（
共
同
住
宅
の
場
合

は
専
有
部
分
）に
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
申
込
時
点
で
、
市
税
お
よ
び
市
で
行

う
各
種
貸
付
制
度
に
お
い
て
滞
納

が
な
い
こ
と

③
市
の
ほ
か
の
助
成
制
度
に
よ
る
補
助

対
象
工
事
以
外
で
あ
る
こ
と

④
対
象
住
宅
が
過
去
に
、
こ
の
補
助
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

65　
歳
以
上
の
人
の
お
宅
を

訪

問

し

て

い

ま

す

　

65
歳
以
上
の
1
人
世
帯
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
市
職
員
な

ど
が
訪
問
し
、
健
康
や
生
活
上
の
困
り

ご
と
が
な
い
か
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
訪
問
担
当

　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉
担
当

　

東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※
身
分
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
福
祉
課

（
42
）8
4
3

　

8
・

（
40
）3
0
0
8

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

ご

寄

附

の

お

礼

　

市
内
外
の
多
く
の
人
か
ら
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
市
で
は
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

人
に
、
感
謝
の
き
も
ち
を
込
め
て
、【
特

選　

幸
手
の
こ
し
ひ
か
り（
新
米
）】
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た

場
合
は
、
平
成
25
年
産
の
新
米
を
10
月

ご
ろ
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
寄
附
に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
人

　
　
　
　
　
　
　

（
6
月
1
日
～
30
日
）

き
て
、テ
ニ
ス
の
技
術
面
だ
け
で
な
く
、

行
動
面
な
ど
で
も
自
分
が
変
わ
り
、
自

信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
県
大
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
力
を

十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
残
り
少
な
い

練
習
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

3
年
生
の
私
た
ち
は
、
先
生
と
1
年

ち
ょ
っ
と
し
か
練
習
で
き
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
2
年
生
や
1
年
生
に
は
、
こ
れ

か
ら
先
生
と
一
緒
に「
幸
手
中
の
凄
い

と
こ
ろ
」
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
せ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

練習風景（大きなかけ声がテニスコートに響いていました）

【　県大会出場　】

鈴木（1）・株本（1）ペア

小林（1）・内田（3）ペア

山路（3）・峯﨑（3）ペア

倉林（3）・大島（3）ペア

※（ ）内は学年

ファイト!!
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■
6
月
の
水
の
使
用
量
／
総
排
水
量
56
万
6
2
1
9
３

ｍ（
前
月
の
総
排
水
量
58
万
7
7
8
6
３

ｍ
）

質
屋
を
装
っ
た
ヤ
ミ
金
融
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　

質
屋
を
装
っ
て
高
金
利
で
お
金
を
貸

す
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
金
融
に
よ
る
被
害
が

全
国
で
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

主
に
年
金
受
給
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
か
ら
高
額
の
返
済
金
が
自
動
引

落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
利
用
者
の
手
元

に
生
活
費
が
残
ら
ず
、
借
入
れ
を
繰
り

返
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

質
屋
を
装
っ
た
高
金
利
の
ヤ
ミ
金
融
は

利
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
く
ら

し
安
全
課
内
）
内
線
1
9
2
・

（
44
）0
2
5
7

濁
り
水
発
生
の
お
詫
び

　

7
月
9
日（
火
）夕
方
の
落
雷
に
よ
る

停
電
の
た
め
、
一
時
的
に
給
水
が
停
止

し
た
影
響
に
よ
り
、
市
内
の
一
部
区
域

で
水
道
水
に
濁
り
が
発
生
し
、
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

水
道
水
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
水
道
管
理
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給

に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課　

（
48
）0
0

　

5
0
・

（
48
）0
1
2
0 

試
験
日　

11
月
17
日（
日
）

と
こ
ろ　

埼
玉
工
業
大
学（
深
谷
市
普

済
寺
1
6
9
0
）

受
験
料　

9
0
0
0
円

資
格　

つ
ぎ
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ

れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て

卒
業
し
た
人

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、
排
水

設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
1
年
以
上
の
実
務
経

験
を
有
す
る
人

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は

施
工
に
関
し
、
2
年
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
人

④
①
～
③
に
準
ず
る
人

問
合
せ　

下
水
道
課

（
47
）3
3
4
0
・

　

（
48
）0
1
2
0

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

と
き　

8
月
23
日（
金
）午
前
10
時
～
午

後
4
時

と
こ
ろ　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ（
さ

い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
‐
7
‐

5
）

内
容　

人
権
作
文
表
彰
・
発
表
、
人
権

講
演
会
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
子
ど

も
向
け
映
画
上
映
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
な
ど

※
入
場
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

問
合
せ　

埼
玉
県
人
権
推
進
課

0
4
8（
8
3
0
）2
2
5
5

内
容　

相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
、
金

銭
貸
借
な
ど
の
問
題
、
会
社
設
立
、

農
地
転
用
、
開
発
許
可
、
交
通
事

故
示
談
、
外
国
人
に
関
す
る
手
続

き
、
申
請　

代
理
業
務
な
ど

問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
春
日
部

支
部

0
4
8（
7
3
7
）5
6
1
5

業
務
用
は
か
り
定
期
検
査

と
き　

9
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）午

前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
3
時

と
こ
ろ　

市
役
所
駐
車
場

対
象　

ひ
ょ
う
量
2
5
0
㎏
以
下
の
機

械
式
は
か
り

持
ち
物　

は
か
り（
分
銅
・
お
も
り
を

含
む
）

※
検
査
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
宅
配
便
取
次
店
の
は
か
り
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
電
気
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
巡
回

検
査
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

商
工
観
光
課　

内
線
5
9
2
・

　

（
43
）1
1
2
3

　

埼
玉
県
計
量
検
定
所

0
4
8
（
6

　

5
2
）2
1
7
1

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
共
通
試
験

受
付
期
間　

8
月
19
日（
月
）
～
9
月

30
日（
月
）

※
受
験
案
内
は
8
月
19
日（
月
）か
ら
下

水
道
課（
第
2
浄
水
場
2
階
）
で
配

布
し
ま
す
。

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー

作

文

コ

ン

ク

ー

ル

応
募
期
限　

9
月
10
日（
火
）当
日
消
印

有
効

応
募
区
分　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
一
般（
高
校
生
以
上
）の
部

テ
ー
マ　

交
通
安
全
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
話
し
合
っ
て

い
る
こ
と
、
身
近
な
体
験
談
な
ど

※
応
募
用
紙
は
、
各
小
・
中
学
校
を
通

し
て
配
布
の
ほ
か
、
く
ら
し
安
全

課
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

く
ら
し
安
全
課

1
7
5
・

（
44
）0
2
5
7

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
会
議
室

休
日
開
放
の
ご
利
用
を

　

市
で
は
、
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
内
の
施
設

を
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
も
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
に
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課

（
42
）8
4
3

　

5
・

（
43
）5
6
0
0

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と
き　

8
月
20
日（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
1
階
第
5

会
議
室

　

今
回
は
、
江
戸
時
代
の
幸
手
の
偉
人

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
江
戸
幕
末
学
界
の
偉
人

　
　
　
　
　
　
　
　

国
学
者
の
橘
守
部

　　　

守
部
は
、
天
明
元
年（
1
7
8
1
年
）

伊
勢
国
小お

ぶ

け向
村（
三
重
県
朝
日
町
）に
生

ま
れ
、
17
歳
で
江
戸
へ
出
て
、
国
学

研
究
を
志
し
29
歳
で
、
内
国
府
間
村

（
現　

北
2
丁
目
）に
転
居
。
文
政
12
年

（
1
8
2
9
年
）に
江
戸
へ
戻
る
ま
で
の

20
年
間
を
幸
手
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

守
部
は
、
当
時
国
学
研
究
の
主
流
で

あ
っ
た
本も

と
お
り居

宣の
り
な
が長

の
学
説
に
対
抗
し
、

独
自
の
学
説
の
確
立
に
努
め
、「
天
保

の
国
学
四し

た
い
じ
ん

大
人
」
の
1
人
に
数
え
ら
れ

る
ほ
ど
古
典
研
究
の
著
作
を
残
し
て
い

ま
す
。

橘
たちばなもりべ

守部と

　　　雷
いかずちごんだゆう

権太夫 
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■
人
口
と
世
帯（
7
月
1
日
現
在
）
／
人
口
5
万
3
8
3
7（
7
5
9
）人
・
前
月
比
43
減

　
男
2
万
6
9
8
5（
3
5
2
）人
・
前
月
比
25
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

女
2
万
6
8
5
2（
4
0
7
）人
・
前
月
比
18
減

　
世
帯
数
2
万
1
9
0
5（
4
7
3
）世
帯
・
前
月
比
11
増

　
※（

　
）内
は
、
う
ち
外
国
人
住
民

　

守
部
の
住
居
跡（
幸
手
桜
高
等
学
校

内
）
に
は
、「
橘
守
部
翁お

う

遺い

せ

き蹟
碑ひ

」
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
幸
手
中
学
校
・
西
中

学
校
・
幸
手
桜
高
等
学
校
の
校
章
に
は
、

「
た
ち
ば
な
」が
用
い
ら
れ
、
守
部
の
偉

業
を
称
え
て
い
ま
す
。

▼
相
撲
年
寄
の
七
代
目　

雷
権
太
夫

　

権
太
夫
は
、
下
吉
羽
村
に
生
ま
れ

た
力
士
で
す（
生
年
不
明
・
本
名
は

金
子
粂
蔵
）。
初
土
俵
は
寛
政
11
年

（
1
7
9
9
年
）で
文
化
8
年（
1
8
1
1

年
）
に
引
退
し
ま
し
た
。
天
保
9
年

（
1
8
3
8
年
）に
雷
権
太
夫
を
襲

し
ゅ
う
め
い

名
し
、

現
在
の
相
撲
協
会
理
事
長
に
相
当
す
る

相
撲
会か

い
し
ょ所

の「
筆

ふ
で
が
し
ら

頭
」
を
13
年
間
務
め
、

角
界
で
絶
大
な
勢
力
を
揮ふ

る

い
ま
し
た
。

　

弘
化
2
年（
1
8
4
5
年
）
権
太
夫

は
、
権
現
堂
村
の
若
宮
権
現
社
修
復
の

た
め
、
7
日
間
の
相
撲
興
行
を
同
村
地

内
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
数
、
東
西
大

関
ほ
か
力
士
4
0
0
人
余
・
行
司
30
人

と
い
う
異
例
の
も
の
で
し
た
。

　

今
月
末
に
は
、
二
人
の
偉
人
を
テ
ー

マ
と
し
た
市
史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
上
段

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

社
会
教
育
課 

内
線
6
4
4
・

（
42
）5
8
0
3

第

11　

回

市

史

講

座

と
き　

①
8
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～

11
時
30
分　

②
31
日（
土
）
午
後
1

時
30
分
～
3
時（
全
2
回
）

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
1

会
議
室

内
容　

江
戸
時
代
の
幸
手
の
人
物
史

　

①
相
撲
年
寄
・
雷
権
太
夫
と
幸
手
の

大
相
撲　

②
橘
守
部
の
生
涯
と
学
問

講
師　

①
土
屋　

喜
敬
氏（
財
団
法
人

日
本
相
撲
協
会
相
撲
博
物
館
）

　

②
鈴
木　

暎
一
氏（
茨
城
大
学
名
誉

教
授
）

定
員　

40
人（
申
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

8
月
5
日（
月
）午
前
9
時
か

ら
電
話
で
社
会
教
育
課
へ

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
4
・

　

（
42
）5
8
0
3

幸
せ
の
手
ア
ー
ト
教
室

　

ア
ー
ト
体
験
協
会
理
事
長　

小
林　

晃
一
氏
に
よ
る
、
自
然
の
素
材
を
利
用

し
た
ア
ー
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

ア
ー
ト
･
パ
ー
ク（
大
字
幸

手
3
6
3
7
）

定
員　

各
20
人（
申
込
み
順
）

※
両
教
室
と
も
に
、
汚
れ
て
も
良
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
分
自
身
と
向
き
合
う

と
き　

8
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
5
時

内
容　

自
分
と
の
対
話
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

参
加
費　

1
万
円（
材
料
代
、
昼
食
代

含
む
）

②
夏
休
み
親
子
造
形
教
室

と
き　

8
月
14
日（
水
）、
21
日（
水
）、

28
日（
水
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時

30
分

内
容　

自
然
の
素
材
を
利
用
し
た
作
品

制
作

対
象　

3
歳
～
小
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

参
加
費　

1
回
1
0
0
0
円（
材
料
代
）

申
込
み　

電
話
で
N
P
O
法
人
ア
ー

ト
体
験
協
会　

小
林
さ
ん（

（
44
）

1
3
1
0
）へ

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
1
・

（
42
）5
8
0
3

ふ

る

さ

と

づ

く

り

市
民
体
育
大
会
種
目
別
大
会

種
目　

野
球
、
柔
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
18
種
目

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

お
よ
び
市
内
各
競
技
団
体
に
所
属

す
る
選
手（
チ
ー
ム
）

申
込
み　

所
定
の
参
加
申
込
書
を
直
接

社
会
教
育
課
ま
た
は
ア
ス
カ
ル
幸

手
窓
口
へ

※
各
種
大
会
一
覧
お
よ
び
参
加
申
込
書

は
、
各
公
共
施
設
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
6
4
6
・

　

（
42
）5
8
0
3

お

は

な

し

会

と
こ
ろ　

図
書
館

▼
ひ
と
つ
ぶ
お
は
な
し
会

と
き　

8
月
の
毎
週
土
曜
日

　

小
学
生　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

幼
児　
　

午
後
2
時
30
分
か
ら

※
8
月
17
日（
土
）は
お
休
み

内
容　

絵
本「
め
っ
き
ら
も
っ
き
ら
ど

お
ん
ど
ん
」、
手
作
り
紙
芝
居「
か
っ

ぱ
の
て
が
み
」な
ど

▼
お
は
な
し
の
森

と
き　

8
月
28
日（
水
）午
前
10
時
30
分

か
ら

内
容　

絵
本「
ひ
と
つ
ま
ひ
ま
わ
り
」、
大

型
絵
本「
で
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
」な
ど

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

▼
ピ
ー
カ
ー
ブ
ー

と
き　

9
月
5
日（
木
）午
前
10
時
30
分

か
ら

内
容　

絵
本
、
手
遊
び
ほ
か

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

▼
な
で
し
こ

と
き　

9
月
19
日（
木
）午
前
10
時
30
分

か
ら

内
容　

絵
本
、
手
遊
び
、
ト
ー
ク
ほ
か

対
象　

小
学
校
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

問
合
せ　

図
書
館

（
42
）0
1
6
9
・

（
44
）0
5
3
6

公民館講座

初歩から始めるミニテニス講座
と　き　9月 7日～ 10 月 12 日毎週土曜日
　　　　午後 1時～ 3時（全 6回）
ところ　南公民館体育室
対　象　市内在住・在勤・在学の中学生以上の人
定　員　20 人（申込み順）
講　師　柳　宗一氏
参加費　500 円
申込み　8月 19日（月）午前9時から直接中央公
　　　　民館窓口へ（電話申込み不可）
問合せ　中央公民館 (42)5156・ (42)5800

生
活
保
護
1
1
0
番

と
き　

9
月
8
日（
日
）正
午
～
午
後
4
時

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
相
談

費
用　

無
料

専
用
電
話　

0
1
2
0（
0
5
2
）0
8
8

※
当
日
の
み
利
用
可
能

問
合
せ　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会

0
4
8（
4
8
5
）8
4
7
2



（18）

▼
夏
季
将
棋
大
会

○
日
時
／
8
月
25
日（
日
）
午
前
10

時
か
ら（
受
付
は
9
時
40
分
か
ら
）　

○
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

○
内
容
／
A
・
B
・
C
各
ク
ラ
ス
5

対
局　

○
参
加
費
／
小
・
中
学
生

1
0
0
0
円
、一
般
1
5
0
0
円（
昼

食
代
、参
加
賞
代
含
む
）　

○
賞
品
／

各
ク
ラ
ス
5
位
ま
で
、
4
勝
賞
、
勝

越
賞
有
り　

○
問
合
せ
／
田
中
さ
ん

（
42
）6
8
3
3

▼
野
菜
栽
培
初
心
者
講
座（
第
2
回
）

○
日
時
／
8
月
18
日（
日
）午
前
9
時

30
分
～
正
午　

○
場
所
／
中
央
公
民

館　

○
対
象
／
市
内
在
住
の
人
ま
た

は
か
か
わ
り
の
あ
る
人　

○
内
容
／

野
菜
づ
く
り
の
基
礎　

○
定
員
／
35

人（
先
着
順
）　

○
参
加
費
／
5
0
0

円　

○
申
込
み
／
8
月
11
日（
日
）ま

で
に
電
話　

○
問
合
せ
／
ふ
る
里
振

興
研
究
会
事
務
局
増
田
さ
ん

（
42
）

3
8
1
3

▼
太
極
拳
教
室
会
員
募
集

○
日
時
／
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
～

正
午（
月
4
回
）　

○
場
所
／
武
道
館　

○
月
会
費
／
2
5
0
0
円　

○
持

ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物　

○
問
合
せ
／
北
畠
さ
ん

0
9
0

（
9
2
4
3
）0
1
3
1

▼
絵
手
紙
展

　

絵
手
紙
の
中
で
泳
ぐ
お
魚
さ
ん
た

ち
に
、ぜ
ひ
、会
い
に
き
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
8
月
6
日（
火
）
～
19
日

（
月
）午
前
9
時
～
午
後
5
時　

○
場

所
／
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
ロ
ビ
ー　

○
問

合
せ
／
島
田
さ
ん

（
42
）6
5
7
3

▼
地
域
交
流
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

白
鷺
こ
ど
も
祭
り

○
日
時
／
8
月
24
日（
土
）
午
前
9

時
～
正
午　

○
場
所
／
千
塚
西
公

園
、
香
日
向
地
区
周
辺　

○
対
象
／

ど
な
た
で
も（
自
由
参
加
）　

○
内

容
／
子
ど
も
山
車
、
和
太
鼓
な
ど　

○
参
加
費
／
1
0
0
円（
香
日
向
地

区
民
無
料
）　

○
問
合
せ
／
小
林
さ

ん

（
44
）2
6
9
2

▼
ク
ラ
ブ
幸
手

http://www.club-satte.org/

◎
初
め
て
の
パ
ン
と
お
菓
子
づ
く
り

講
座　

○
日
時
／
毎
月
第
4
土
曜
日

午
前
9
時
～
正
午　

○
場
所
／
ウ
ェ

ル
ス
幸
手
2
階
調
理
実
習
室　

○
定

員
／
20
人（
先
着
順
）　

○
参
加
費
／

会
員
5
0
0
円
、
非
会
員
2
0
0
0

円（
別
途
、
食
材
代
と
し
て
1
回

1
0
0
0
円
）　

○
問
合
せ
／
上
原

さ
ん

（
43
）6
8
4
1

◎
楽
々
吹
き
矢
教
室　

○
日
時
／
9

月
28
日
～
10
月
27
日
毎
週
土
曜
・
日

曜
日　

○
場
所
／
幸
手
小
体
育
館
2

階　

○
対
象
／
小
学
校
4
年
生
～
一

般
男
女　

○
定
員
／
20
人（
先
着
順
）　

○
問
合
せ
／
池
田
さ
ん

0
9
0

（
3
9
6
9
）0
0
6
7

▼
親
子
囲
碁
講
座
受
講
者
募
集

○
日
時
／
①
8
月
17
日（
土
）・
18

日（
日
）　

②
8
月
24
日（
土
）・
25

日（
日
）
午
前
10
時
～
正
午　

○
場

所
／
中
央
公
民
館　

○
対
象
／
6

歳
～
中
学
生
、
保
護
者　

○
定
員
／

各
5
組（
先
着
順
）　

○
参
加
費
／

1
組
1
0
0
0
円　

○
申
込
み
／

8
月
15
日（
木
）
ま
で
に
、
は
が
き

で
小
田
信
博
さ
ん
宅（
〒
3
4
0
‐

0
1
5
1
幸
手
市
緑
台
1
‐
7
‐

4
）
へ　

○
問
合
せ
／
小
田
さ
ん

0
9
0（
4
8
4
3
）6
1
0
9

保
育
所
で
あ
そ
ぼ
う

と
き　

①
8
月
8
日（
木
）　

②
9
月
4

日（
水
）午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

第
1
保
育
所

内
容　

①
水
遊
び（
雨
天
時
は
室
内
で

魚
釣
り
ゲ
ー
ム
）　

②
小
麦
粉
粘
土

遊
び

対
象　

幼
児
と
保
護
者

定
員　

各
5
組（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

①
水
着
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ　

第
1
保
育
所

・

（
42
）2
2
2
0

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

▼
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

と
き　

9
月
3
日（
火
）、
5
日（
木
）、

10
日（
火
）、
13
日（
金
）
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
2
階
多
目
的
室

内
容　

親
子
で
楽
し
む
リ
ト
ミ
ッ
ク

講
師　

栗
原　

華
代
氏

対
象　

2
歳
の
幼
児
と
保
護
者

定
員　

10
組（
申
込
み
順
）

参
加
費　

1
4
4
円（
保
険
代
2
人
分
）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み　

8
月
8
日（
木
）か
ら
参
加
費

を
添
え
て
直
接
子
育
て
支
援
課
窓

口
へ

▼
親
子
で
遊
び
隊

　

毎
月
第
2
火
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

「
親
子
で
遊
び
隊
」は
、
8
月
は
お
休
み

し
ま
す
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課

（
42
）8
4

　

5
4
・

（
42
）2
1
3
0

児

童

館

へ

い

こ

う

▼
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ー
ク
ル

と
き　

8
月
22
日（
木
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
タ
ッ
チ
ケ
ア

講
師　

港　

久
美
子
氏（
助
産
師
）

対
象　

0
歳
～
1
歳
の
乳
児
と
保
護
者

定
員　

10
組（
先
着
順
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
湯
ざ
ま
し

申
込
み　

当
日
午
前
10
時
か
ら
直
接
児

童
館
へ（
事
前
申
込
み
不
要
）

▼
幸
手
お
も
ち
ゃ
の
病
院

と
き 

8
月
24
日（
土
）午
後
1
時
～
4

時（
受
付
は
3
時
ま
で
）

内
容　

お
も
ち
ゃ
の
治
療

費
用　

無
料（
多
少
の
部
品
代
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
夏
休
み
お
楽
し
み
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

と
き　

8
月
25
日（
日
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

出
演　

中
島　

義
雄
氏（
幸
手
奇
術
愛

好
会
会
長
）

対
象　

ど
な
た
で
も（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

定
員　

30
人（
先
着
順
）

申
込
み  

当
日
午
前
10
時
か
ら
直
接
児

童
館
へ（
事
前
申
込
み
不
要
）

▼
ア
ニ
メ
鑑
賞
会

と
き　

8
月
28
日（
水
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

内
容　

「
ノ
ン
タ
ン
」、「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」ほ
か

対
象　

幼
児
と
保
護
者　
　

定
員　

20
組（
先
着
順
）

申
込
み　

当
日
午
前
10
時
か
ら
直
接
児

童
館
へ（
事
前
申
込
み
不
要
）

▼
中
国
ご
ま
と

　
　
　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う

と
き　

8
月
31
日（
土
）
午
後
2
時
～

4
時

出
演　

黒
川　

高
志
氏

対
象　

①
3
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者　

②
小
学
生

定
員　

①
10
組　

②
10
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

8
月
20
日（
火
）～
30
日（
金
）

に
電
話
で
児
童
館
へ

※
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
電
話
予
約

可
。
8
月
26
日（
月
）は
休
館

問
合
せ　

児
童
館

・
（
43
）5
5
2
1

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

と
き　

10
月
17
日（
木
）
午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

ア
ス
カ
ル
幸
手

内
容　

埼
葛
12
市
町
の
団
体
に
よ
る
舞

台
発
表
、
作
品
の
展
示
、
物
産
の

販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

人
権
推
進
課　

内
線
1
6
2
・

　

（
44
）0
2
5
7



◆法律相談（要予約）
と　き　① 8月 8日（木）　② 22 日（木）
　　　　午後 1時～ 4時 30 分
ところ　市役所第二庁舎① 2階第 2会議室
　　　　　　　　　　　② 1階第 5会議室
問合せ　くらし安全課　内線 175
◆行政相談
と　き　8月 8日（木）午前 9時 30 分～正午
ところ　市役所第二庁舎 2階第 2会議室
問合せ　くらし安全課　内線 175
◆消費生活相談（電話相談可）
と　き　毎週月・水・木・金曜日午前10時～午後

　　　　3時 30 分（正午～午後 1時を除く）
※ 8月 7日（水）、21 日（水）、28 日（水）を除く
ところ　くらし安全課（電話相談は内線 192）
問合せ　くらし安全課　内線 175
◆人権相談
と　き　8月 8日（木）午前 9時 30 分～正午
ところ　市役所第二庁舎 1階第 5会議室
問合せ　人権推進課　内線 162
◆税理士による税務相談（要予約※先着 4人）
と　き　8月 19 日（月）午前 10 時～午後 3時
ところ　市役所第二庁舎 1階第 5会議室
問合せ　税務課　内線 133
◆内職相談（電話相談可）
と　き　毎週火曜・金曜日午前10時～午後4時
　　　　（受付は午後 3時 30 分まで）
ところ　市役所本庁舎 1階相談室
問合せ　商工観光課　内線592、相談室　内線184
◆家庭児童相談（電話相談可）
と　き　毎週月曜～金曜日午前 9時～午後 4時
ところ　ウェルス幸手家庭児童相談室
問合せ　子育て支援課☎(43)2447（相談室直通）
◆ボランティア相談（電話相談可）
と　き　毎週月曜～金曜日午前 9時～午後 5時
ところ　ボランティア･市民活動センター 　
　　　　（ウェルス幸手社会福祉協議会内）
問合せ　社会福祉協議会☎(43)3277
◆心配ごと相談（電話相談可）
と　き　8月8日（木）、22日（木）午後1時～4時
ところ　ウェルス幸手社会福祉協議会相談室
問合せ　社会福祉協議会☎(43)3277
◆教育相談（電話相談可）
と　き　毎週月曜～金曜日
　　　　午前 9時 30 分～午後 3時 30 分
ところ　心すこやか支援室（旧保健センター内）
　　　　※小・中学生のほか、卒業生の相談可
問合せ　心すこやか支援室☎(42)0356
◆西地域包括支援センター土曜営業
と　き　8月 31日（土）午前9時～午後5時 45分
問合せ　西地域包括支援センター☎(40)3443　

▼
桜
水
墨
会
・
西
水
墨
画
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

合
同
水
墨
画
作
品
展

○
日
時
／
8
月
22
日（
木
）
～
25
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
5
時　

○
場

所
／
し
あ
わ
せ
の
え
き
プ
ラ
ス
ギ
ャ

ラ
リ
ー　

○
入
場
料
／
無
料　

○
問

合
せ
／
殿
塚
さ
ん

（
42
）2
5
9
4

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
福
福
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　

初
め
て
の
方
大
歓
迎
！
講
師
が
や

さ
し
く
指
導
す
る
の
で
安
心
で
す
。

○
日
時
／
毎
週
土
曜
日
午
前
9
時
～

正
午　

○
場
所
／
中
央
公
民
館　

○
月
会
費
／
1
0
0
0
円　

○
問
合

せ
／
瀬
田
さ
ん

（
42
）1
8
8
1

▼
子
ど
も
と
あ
そ
ん
で

　
　
　
　
　
　
　

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

○
日
時
／
①
9
月
10
日（
火
）　

②
24
日

（
火
）午
後
1
時
～
2
時
30
分　

○
場

所
／
幸
手
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園　

○
対

象
／
①
0
歳
～
1
歳
6
か
月
の
幼
児

と
保
護
者　

②
1
歳
6
か
月
～
幼
稚

園
入
園
前
の
幼
児
と
保
護
者　

○
定

員
／
各
7
組（
先
着
順
）　

○
参
加

費
／
無
料　

○
問
合
せ
／
幸
手
ひ
ま

わ
り
幼
稚
園

（
42
）6
2
7
2

▼
あ
や
乃
会
舞
踊
発
表
会

○
日
時
／
9
月
1
日（
日
）
午
前
10

時
30
分
～
午
後
4
時（
開
場
は
10

時
）　

○
場
所
／
北
公
民
館　

○
入

場
料
／
無
料（
終
演
後
来
場
者
に
粗

品
贈
呈
、
先
着
1
0
0
人
に
お
弁
当

配
布
）　

○
問
合
せ
／
関
根
さ
ん

（
42
）2
6
0
1

▼
あ
や
め
寮
盆
踊
り
大
会

○
日
時
／
8
月
17
日（
土
）
午
後
4

時
～
7
時（
雨
天
決
行
）　

○
場
所
／

あ
や
め
寮　

○
内
容
／
太
鼓
、
踊
り

（
焼
き
そ
ば
な
ど
の
軽
食
や
飲
み
物

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
有
り
）　

○
問
合

せ
／
あ
や
め
寮

（
48
）1
2
7
1

▼
輪
の
会
会
員
募
集（
失
語
症
）

○
日
時
／
毎
月
第
１
金
曜
日
午
前
10

時
～
正
午　

○
場
所
／
ウ
ェ
ル
ス
幸

手
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
交
流
コ
ー

ナ
ー　

○
内
容
／
歌
や
会
話
を
通
し

て
言
語
の
リ
ハ
ビ
リ　

○
問
合
せ
／

福
留
さ
ん

（
42
）9
2
3
1

▼
宮
代
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

「
元
気
ま
つ
り
」

○
日
時
／
8
月
24
日（
土
）午
後
1
時

30
分
か
ら　

○
場
所
／
宮
代
特
別
支

援
学
校（
宮
代
町
金
原
6
3
6
‐
1
）　

○
内
容
／
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
物
品
販

売
な
ど　

○
問
合
せ
／
宮
代
特
別
支

援
学
校

（
35
）2
4
3
2

▼
が
ん
勉
強
会

○
日
時
／
8
月
18
日（
日
）
午
後
2

時
～
4
時
45
分　

○
場
所
／
杉
戸
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
カ
ル
ス
タ
杉

戸
）　

○
内
容
／
抗
が
ん
剤
＆
代
替

療
法
～
正
し
い
知
識
と
情
報
を
～　

○
定
員
／
65
人（
先
着
順
）　

○
参

加
費
／
1
5
0
円（
資
料
代
な
ど
）　

○
申
込
み
／
電
話
で
が
ん
患
者
会

シ
ャ
ロ
ー
ム
へ　

○
問
合
せ
／
が
ん

患
者
会
シ
ャ
ロ
ー
ム
専
用
携
帯

0
9
0（
4
5
3
5
）9
1
9
8

介
護
認
定
調
査
員
募
集

業
務
内
容　

介
護
認
定
申
請
者
宅
へ
の

訪
問
調
査

勤
務　

週
2
～
3
日（
午
前
9
時
～
午
後

4
時
）

※
勤
務
時
間
・
日
数
に
つ
い
て
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。

勤
務
場
所　

介
護
福
祉
課

資
格　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の

専
門
的
資
格
お
よ
び
運
転
免
許
証

を
有
す
る
人

申
込
み　

8
月
23
日（
金
）ま
で
に
介
護

福
祉
課
へ

問
合
せ　

介
護
福
祉
課

（
42
）8
4
4

　

4
・

（
43
）5
6
0
0

自

衛

官

募

集

▼
防
衛
大
学
校
学
生

受
付　

推
薦
・
総
合
選
抜
／
9
月
5
日

（
木
）
～
9
日（
月
）、
一
般
／
9
月

5
日（
木
）
～
30
日（
月
）

資
格　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業（
見
込

み
含
む
）の
人

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

受
付　

9
月
5
日（
木
）
～
30
日（
月
）

資
格　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業（
見
込

み
含
む
）の
人

▼
航
空
学
生

受
付　

9
月
6
日（
金
）ま
で

資
格　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業（
見
込

み
含
む
）の
人

▼
一
般
曹
候
補
生

受
付　

9
月
6
日（
金
）ま
で

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
自
衛
官
候
補
生

受
付　

男
性
／
年
間
を
通
し
て
受
付
中

　

女
性
／
9
月
6
日（
金
）ま
で

資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

※
年
齢
は
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在

※
試
験
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
さ
い
た
ま
地
域
事
務

所

0
4
8（
6
5
1
）2
4
2
0

保
育
士
パ
ー
ト
職
員
募
集

勤
務　

月
曜
～
金
曜
日（
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

勤
務
場
所　

第
3
保
育
所

資
格　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

申
込
み
・
問
合
せ　

第
3
保
育
所

・

（
43
）4
7
3
1

子
育
て
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　

毎
月
第
2
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

「
さ
っ
て
子
育
て
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り
」

は
、
8
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課

（
42
）8
4
3

　

5
・

（
43
）5
6
0
0



（20）
広報さっては、市内公共施設、駅、銀行などでも配布しています。
また、朗読ボランティアグループ幸手のみなさんのご協力により、広報さってテープ版、CD 版の提供もしています。
ご希望の人は、社会福祉協議会　(43)3277・ (40)1460 にお問い合わせください。

（
1
歳
）

（
1
歳
10
か
月
）

（
2
歳
）

（
2
歳
）

（
1
歳
）

（
10
か
月
）

折原充紀・亜子さん（平須賀2）の長男

Happy 1st Birthday

元気に大きくなってね♪

峰岸英貴・麗さん（南1）の長男

僕、花が大好き!

このまま、優しく育ってね!

江原卓弥・沙織さん（北 1）の二男

いつも元気な笑顔をありがとう。

パパもママもその笑顔が大好きだよ

横田孝介・利恵さん（上高野）の長女

笑顔いっぱいの

優しい子になってね

岡野玄・香織さん（東 5）の長女

明るく、元気に、大きくな～れ

濵尚希・亜弓さん（中川崎）の二女

いつも笑顔ありがと

これからも毎日笑って過ごそうね

【
広
報
さ
っ
て
】第
5
9
2
号（
通
番
7
0
2
号
）平
成
25
年（
2
0
1
3
年
）8
月
1
日
発
行 

　
編
集
・
発
行
▼
幸
手
市
役
所
秘
書
室

　
　
　
　
　
　
　
〒
3
4
0
‐
0
1
9
2

　
幸
手
市
東
4
‐
6
‐
8

　
　
　
　
　
　
　

0
4
8
0（
43
）１
１
１
１
内
線
2
2
3

　
　
　
　
　
　
　

0
4
8
0（
43
）7
0
8
8

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
お
よ
び
ベ
ジ
タ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

夢ゆ

め

か花　
ち
ゃ
ん

碧り

く

と斗　
ち
ゃ
ん

愛あ
い　

ち
ゃ
ん

流る　

生い　
ち
ゃ
ん

咲さ　

希き　
ち
ゃ
ん

碧あ
お
い

　
ち
ゃ
ん

　　　　　夏真っ盛り !

　連日の猛暑にも負けず、幸手の子

どもたちは元気いっぱいです。楽

しみがたっぷり詰まった夏休みもス

タートしました。

　プールに花火に夏祭り…

　子どものころの楽しかった夏の記

憶は、大人になっても鮮明に残って

いるものですよね。

　この夏、子どもたちが事故などに

遭わず、たくさんの楽しい思い出を

作れるよう、みなさんの目配りをど

うぞよろしくお願いします。


